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A Historical Study on Revival of Regional Bank in North Kyushu and its Lessons 
 
Around a half century ago, Japanese main energy source changed over from coal to 
petroleum. This damaged north Kyushu economy which was main coal supplier 
and heavily depended on coal industry.  A regional bank there faced severe 
business conditions holding a lot of non-performing loans. It took a decade for the 
bank to get out of the difficulty.  We try to find the causes of the bank’s revival by 
historical approach using empirical findings in our earlier study.  We show 4 major 
reasons; growth of its regional economy, decline of its non-performing loan ratio, 
appreciation of collateral value of real estate, and its restructuring effort. 
Contemporary regional banks cut their costs much harder than the bank, but 3 
other conditions are difficult to pursuit directly in recent economic conditions.  
Therefore, taking into account the difference of the environment, we hope strategic 



























































Lt i＝ αi ＋ βYt i＋ γZt i＋ δｒd t i＋ ηNt i＋ ιSt ＋ κFt ＋ νLt-1 i（１） 
ここで，被説明変数の Lt iはｔ期における都道府県i （iは 47都道府県のいずれか）の
貸出（全国銀行と相互銀行の都道府県別貸出の集計値）の前年比を表す．説明変数の Yt iは
ｔ期における都道府県iの県内総生産の前年比，Zt iはｔ期における都道府県iの地価（公






























































産に占める鉱業のウエイトが福岡県 14％，佐賀県 10％，長崎県 9％に達している7．また，
九州経済調査会編（1955 年＜３月号＞）に掲載された 30 人以上の事業所の労働者に占め



























後インフレの影響13 等から急激に伸びた．貸出残高は 1945年９月末の４億円弱から 1953
年９月末には 300 億円と 76 倍にも拡大した．この８年間の全国銀行全体の貸出の伸びが
29倍であったことを考えると，かなり大きな伸びであった． 








































二十年史には，当時の蟻川頭取の言葉として，「創立 20 周年記念式々辞」（1965 年４月



































































3.3.2.1 第一次長期経営計画の時期（1957年 7月～1960年 6月） 










優良中小企業向けの６か月以上１か年までの「中期貸出制度」創設（1959 年 8 月），
電話加入者に対する小口融資開始（1960年 5月），信用保証協会等との連携強化，等
の融資拡大に向けた制度整備も図っている． 
3.3.2.2 第二次長期経営計画の時期（1961年 4月～1965年 3月） 





















































求めたもの）は 1955年度から 1960年度にかけて急速に低下した（図 10）24．具体的にみ





年度下期から明らかに低い伸びとなっている（図 11）．実際，1954 年度下期から 1964 年
度下期までの地方銀行の前年同期比の平均が＋17.6％なのに対し，福岡銀行の平均は＋
10.9％に留まっている（このうち，1954 年度下期から 1959 年度下期までは，福岡銀行の
伸びは＋5.1％に留まっており，特に 1956年度上期には－1.5％と前年比マイナスを記録し

























































































































































































































































19  西日本相互銀行は，1984年 4月から普通銀行に転換し，西日本銀行となった（属する業態
20 
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資料：「全国銀行財務諸表分析」、「福岡銀行年表」                            年度























































































































































































表１  パネル分析による貸出前年比の推計結果（固定効果モデル） 
         
説明変数  係数 （ｔ値 ） ［ｐ値］ 
県内総生産 （前年比％） β 0.229 （ 7.791） ［0.000］ 
地価   （前年比％） γ 0.094 （ 7.271） ［0.000］ 
預金金利  (前年差％ﾎﾟｲﾝﾄ) δ ‐0.801 （‐5.632） ［0.000］ 
人口   （前年比％） η 1.868 （ 6.019） ［0.000］ 
株価 （前年比％） ι 0.033 （ 6.123） ［0.000］ 
円ドル相場 （前年比％） κ ‐0.002 （‐0.247） ［0.805］ 
貸出1期ﾗｸ（ﾞ前年比％） ν 0.549 （20.805） ［0.000］ 
修正 R2 ＝ 0.684   D.W. = 2.172   詳細は安孫子/吉岡（2003）参照． 
 
表 2  福岡県内主要３行の期末貸出残高   単位：億円、カッコ内は福岡銀行対比％ 
 ５５年度 ６５年度 ７５年度 ８５年度 ９５年度 ０１年度 
福岡銀行 312 1,499  7,664  22,567  48,537  48,535 
西日本銀行     110 
(35.3%) 
   1,190 
(79.4%)
   6,602 
(86.1%)
  17,552 
(7.8%)
  34,220 
(70.5%) 
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(16.3%) 
     679 
(45.3%)
   3,920 
(51.1%)
  11,435 
(50.7%)
  23,216 
(47.8%) 
  21,167 
(43.6%)
資料：「銀行局金融年報」（大蔵省）、「全国銀行財務諸表分析」（全国銀行協会連合会）． 
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